
令
和
五
年
度
専
修
学
校
予
算
は
一
億
円
増
の
二
十
二
億
円
へ
！ 

 

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
三
年

目
、
各
学
校
で
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
で
、
物
価
高
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
本
年
は
コ
ロ
ナ
禍
後

に
向
け
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
基

本
的
な
感
染
症
対
策
を
し
つ

つ
、
経
済
や
社
会
活
動
を
本

格
的
に
展
開
し
て
い
く
年
と

な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

一
月
に
召
集
さ
れ
る
国
会
で

は
、
次
の
二
点
の
法
案
審
議

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
日
本
語
学
校
認
定
新
法 

 

ま
ず
第
一
に
、
留
学
生
の
受

け
皿
と
な
る
日
本
語
学
校
に

つ
い
て
、
質
保
証
と
向
上
と
い

う
課
題
解
決
に
向
け
、
新
法

が
制
定
さ
れ
ま
す
。
文
科
省

と
法
務
省
が
連
携
し
、
日
本

語
学
校
を
国
が
認
定
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

◎
学
校
法
人
法
改
正 

 

第
二
は
、
学
校
法
人
法
改
正

で
す
。
残
念
な
が
ら
、
不
祥
事

が
続
く
私
学
に
対
し
内
部
統

制
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。 

 

本
改
正
案
で
は
、
評
議
員
会

の
権
限
を
強
化
し
、
理
事
や

監
事
、
会
計
監
査
人(

大
学
法

人
の
み)

を
選
任
・解
任
し
、
理

事
会
に
意
見
を
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
理
事
会
が
理
事

長
を
選
定
・
解
職
で
き
、
全
体

と
し
て
親
族
等
の
就
任
制
限

を
強
化
し
、
役
員
等
の
不
法

行
為
に
は
刑
事
罰
を
整
備
し

ま
す
。
所
管
庁
の
違
い
や
規
模

に
応
じ
た
区
分
を
設
け
て
、
実

情
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

 

◎
来
年
度
予
算
案
と
税
制 

 

昨
年
末
、
来
年
度
予
算
案
と

税
制
改
正
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。 

 

専
修
学
校
関
係
で
は
以
下

十
三
項
目
あ
り
ま
す
。 

 

①
新
規
事
業
と
し
て
は
、
企

業
や
業
界
団
体
等
と
連
携
し

て
、
社
会
人
に
最
新
の
知
識
・

技
能
を
受
講
す
る
教
育
内
容

を
作
成
し
、
情
報
提
供
す
る

モ
デ
ル
の
構
築
が
あ
り
ま
す
。 

 

②
拡
充
事
業
と
し
て
は
、
地

域
産
業
中
核
的
人
材
育
成
事

業
が
あ
り
ま
す
。 

 

以
下
、
継
続
事
業
で
す
。 

 

③
先
端
技
術
利
活
用
実
証

研
究
、
④
留
学
生
の
学
び
の

支
援
推
進
事
業
、
⑤
職
業
実

践
専
門
課
程
等
を
通
じ
た
質 

保
証
・
向
上
の
推
進
、
⑥
学
校

と
地
域
の
連
携
深
化
に
よ
る

魅
力
発
信
事
業
、
⑦
私
立
学

校
施
設
整
備
補
助
金
、
⑧
私

立
大
学
等
研
究
設
備
整
備
等

補
助
金
、
⑨
修
学
支
援
制
度

実
施
、
⑩
高
等
学
校
等
就
学

支
援
金
交
付
金
、
⑪
高
校
生

等
奨
学
給
付
金
、
⑫
日
本
学

生
支
援
機
構
の
奨
学
金
事

業
、
⑬
国
費
外
国
人
留
学
生

制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

裏
面
を
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

税
制
改
正
案
と
し
て
は
、
教

育
資
金
の
一
括
贈
与
を
受
け

た
場
合
の
贈
与
税
の
非
課
税

措
置
に
つ
い
て
、
年
末
の
党
税

調
で
議
論
し
た
結
果
、
令
和

七
年
度
ま
で
の
三
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
月
開
会
さ
れ
る
国
会
に

お
い
て
、
成
立
を
期
し
ま
す
。 

  

本
年
も
、
①
五
年
間
で
官
民

一
兆
円
の
人
へ
の
投
資
と
し

て
、
社
会
人
の
学
び
強
化
等
、

②
多
子
世
帯
や
理
工
情
報
系

へ
の
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
、

③
特
別
地
方
交
付
税
に
よ
る

職
業
実
践
専
門
課
程
認
定
校

を
支
援
す
る
地
域
拡
大
を
着

実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
何

卒
引
き
続
き
ご
指
導
の
程
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

(
赤
池
ま
さ
あ
き) 

令和5年 (2023年) 1月10日 (火曜日) 

～ 国づくり、地域づくりは、人づくりから ～ 

参議院議員(比例代表 全国区) 

国政ニュース 
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【自由民主党 党員募集】  
自民党では、党員を募集してい

ます。詳細は事務所まで。 

赤
池 

誠
章 (

あ
か
い
け 

ま
さ
あ
き
） 

昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
生
ま
れ
。

明
治
大
学
卒
。
松
下
政
経
塾
出

身
。
自
動
車
整
備
士
養
成
の
専
門

学
校
長
を
経
て
、
衆
議
院
議
員
に

初
当
選
。
清
和
政
策
研
究
会(

安

倍
派)

所
属
。
平
成
二
十
五
年
の
参

院
選
比
例
代
表(

全
国
区)

で
国
政

復
帰
。
国
土
交
通
委
員
会
理
事
、

文
部
科
学
大
臣
政
務
官
、
文
教
科

学
委
員
長
、
自
民
党
文
部
科
学
部

会
長(

三
期)

、
内
閣
府
副
大
臣
を

務
め
、
現
在
は
、
自
民
党
政
務
調

査
会
副
会
長
、
専
修
学
校
等
振
興

議
員
連
盟
事
務
局

次
長
等
。
参
議
院
議

員
二
期
目
。
活
動
報

告

は
こ
こ
か



令和５年度専修学校関係予算案 

 
 

 来年度予算案の中で、特に強い要望がありました文部科学大臣「職業実践専門課程」認定校に

対する支援強化に向けて、総務省に対して都道府県の「認定校」への追加的な経費について、新

たに特別交付税措置の補助を要請していました。この度、令和4年度から認められることになり、

今後都道府県が「認定校」へ支援した2分の1が国から支援されることになります。 

学校法人法改正案 内部機関の現行との比較 

令和5年 (2023年) 1月10日 (火曜日) 

～ 国づくり、地域づくりは、人づくりから ～ 

参議院議員(比例代表 全国区) 

国政ニュース 

出典：文部科学省資料 

出典：文部科学省資料 


